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　「臨床消化器内科」で膵癌の早期診断がテーマとなるのは 2016年 12月号〈特
集：いわゆる “早期の膵癌”―その発生機序と診断〉以来約 6年ぶりである．当
時を振り返ると，巻頭言では“早期の膵癌の診断”は challengingであるとされ，
危険群設定が実効性に乏しく，適切な診断マーカーが存在しないことが課題と
された一方で，画像診断では EUS の高い腫瘤描出能，MRCP による膵管異常
が診断の契機となる可能性が示され，早期診断への方向性がぼんやりと見え始
めていたと感じられる．
　本特集では，各地での膵癌早期診断プロジェクトの成果，多施設共同の報告
が指摘する拾い上げにおいて注意すべき間接的画像所見，病理診断に向けた内
視鏡の役割，術後経過観察，外科的治療を含む集学的治療，新規マーカー開発
の進捗，患者会の取り組みなどに関して気鋭の先生方から本当に熱い内容の玉
稿をいただいた．6年間の進歩を感じるとともに，膵癌早期診断への方向性は
確実に視界が開けていると感じる．
　今後ともわれわれは先人の努力を受け継ぎ膵癌早期診断の体制を構築し，日
本がリーダーシップをとり，世界的課題といえる膵癌の予後改善という難題に
立ち向かいたいものである．本稿がその一助になれば望外の幸せである．
　最後に，今回の編集に関し，御指導いただきました杉山政則先生に厚く御礼
申し上げます．
 （花田　敬士）

・2023年年間購読料（増刊号含む 13冊，税込）
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までお申し込みください．
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